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2000年とやま固体に向け言
〈車いすバスケットボール〉

「きらりんひ。つく富山」の開催 1年前イベント

として、車いすパスケットボール大会が、ありそ

ドームで行われました。選手の多くは右手でボー

ルを持ち、左手で車いすを固します。相手の進路

をさえき、ったり方向転換したりと激しい動きに転

倒する選手ち。富山チームは健闘、 2位に入賞し

ましだ。
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画
る

第 1@

ま
ち
づ
く
り
市
民

0
0
0人
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

魚
津
市
で
は
、

2
0
0
1
年
か

ら
2
0
1
0
年
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
、
ま
ち
ご
つ
く
り
の
た
め
の

『
新
し
い
総
合
計
画
』
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

今
年
3
月
、
そ

の
第
一
歩
と
し

て
「
ま
ち
ず
つ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
市
民
の
み
な
さ
ん

1
0
0

0
人

(
無
作
為
抽
出
)
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
。
回
収
率
は

ω
・

5
%
と
高
く
、
貴
重
な
デ

l
タ
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
に
対
し
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
そ

の
ア
ン
ケ

ー
ト

の

集
計
結
果
か
ら
、
現
在
の
魚
津
市

の
「
暮
ら
し
ゃ
す
さ
」
と
「
イ
メ

ー

ジ
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
自
由
意

見
欄
に
は

2
0
2
人
の
方
々
か
ら

率
直
な
意
見

・
提
案
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
欄
か
ら
:
:
・

-F"且AV
R

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
距
離
が
遠
い
の
で
ス
ク
ー
ル
バ

{
J一
ス

を

。

(

刊
歳
代
男
性
)

酬
R

J

道
路
拡
幅
と
空
家
対
策
を
し
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

ー

(

叩

歳

代

女

性

)

m
w
J
R魚津
駅
前
に
無
料
駐
車
場
を
作
リ
¥
魚
津
富
山

高
岡

へ
の
通
勤
者
増
加
を
図
り
¥
文
化
交
流
の
活
性
化
を
。

除

菌

剣

(

初

歳

代

男

性

)

苅
(色
J

J
t郎
長
若
者
が
集
い
遊
べ
る
施
設
の
設
置
、
パ
ス

・
電
車
の
利

便
向
上
を
。

(

ぬ
歳
代
女
性
)

ヘb
s市
政
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
。
観
光
客
を
取
り
こ
め
る

{
む
J

よ
う
な
¥
波
及
効
果
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
。
幼
少
児
を
安

b
ゃ
j
心
し
て
遊
ば
せ
ら
れ
る
施
設
を
。

(

印
歳
代
男
性
)

決
巳
市
役
所
の
窓
口
の
応
対
を
丁
寧
に
。

(

印
歳
代
女
性
)

(
人
一

(ov
老
人
介
護
施
設
、
病
院
、
老
若
男
女
楽
し
め
る
遊
戯
施

/JPー
よ
訳
の
建
設
を
。

(

刊
歳
代
男
性
)

胎
司
児
G
)

図
書
館
の
閉
館
時
間
を
夜
8
時
な
い
し
9
時
ま
で
と
し
¥

t
a哲
人
中
高
生
も
集
ま
れ
る
雰
囲
気
づ
く
リ
を
。
(
叩
歳
代
女
性
〉

a 



暮
ら
し
、
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、

「
自
然
の
豊
か
さ
」
が
満
足
度
の

ト
ッ
プ
で
し
た
。
自
然
の
豊
か
さ

は
、
富
山
湾
・
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
、

市
民
全
員
が
共
有
す
る
大
切
な
資

源
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

一
方
、
「
通
勤
通
学
の
利
便
」

や
「
道
路
の
整
備
」
、
「
公
園
緑
地

整
備
」
と
い
っ
た
、
身
近
な
都
市

基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
満
足

が
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
リ
の
課
題
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

魚津市の暮らしやすさは?
満足度(高)

d公宍 40
代フj、-30 

10 

。
↑
満
足

喜一10

20 

20 

③ 40 

A
4
A
 

円
〈
U

道
路
の
整
備

買
い
物
の
利
便

就
職
の
機
会

教
育
・

文
化
施
設
の

利
用
児
童

・
高
齢
者
福
祉

施
設
等
の
利
用

健
康
診
断

・
相
談
な

ど
保
健
活
動

病
院
や
医
院
の
利
便

自
然
の
豊
か
さ

ま
ち
の
静
け
さ

夜
道
の
安
全

・
犯
罪

防
止
な
ど
防
犯

消
防

・
救
急
体
制

コ
ミ
の
収
集

下
水
道
整
備

公
園
緑
地
の
整
備

34 

通
勤
通
学
の
利
便

交
通
の
安
全

』
オ
之

、
l
ノ

一
山
高
〕

よ
J

/
l
、
丸
山
V

田小山-っそ 魚津市のイメージは?

情
報
の
発
達
し
た
ま
ち

娯
楽

・
レ
ジ
ャ
ー
の
楽
し

い
ま
ち

学
園
の
ま
ち

教
育

・
生
涯
学
習
の
充
実

し
た
ま
ち

観
光
の
ま
ち

商
業
の
活
発
な
ま
ち

工
業
の
盛
ん
な
ま
ち

健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

盛
ん
な
ま
ち

歴
史

・
文
化
の
あ
る
ま
ち

31 

農
業
と
漁
業
の
ま
ち

自
然
環
境
と
ゆ
と
り

・
快

適
性
が
共
生
し
た
ま
ち

道
路

・
鉄
道
が
整
備
さ
れ

た
ま
ち

医
療

・
福
祉
の
充
実
し
た

ま
ち

ハU

げ
民
-

F
h
u
t
-

40 

30 

20 

10 。
10 

20 

30 

40 

今
の
魚
津
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
「
農
業
と
漁
業
の
ま
ち
」

が
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
お
リ
、

次
い
で
、
「
白
然
環
境
と
ゆ
と
リ
・

快
適
性
が
共
生
し
た
ま
ち
」
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
は
暮
ら
し
ゃ
す
さ
と

も
共
通
し
て
お
り
、
魚
や
果
物
・

花
井
と
い
っ
た
特
産
品
や
、
し
ん

き
ろ
う
・
僧
ケ
岳
の
雪
絵
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
、
豊
か
な
自
然
を
反

映
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
娯
楽
・
レ
ジ
ャ
ー
の

楽
し
い
ま
ち
」
を
筆
頭
に
、
各
項

目
で
イ
メ
ー
ジ
H

か
低
い
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
地

区
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
共
通
し
て

い
ま
し
た
。

※集計結果は、設問にある 5段階評価の選択肢を点数化し、平均評価点を出して、
グラフであらわしました。(5段階:100， 50， 0， -50， -100点)

おいしいね/

こ
の
2
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
「
今
の
魚
津
」
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
誰
も
が

評
価
す
る
自
然
環
境
で
す
。
富
山

湾
、
お
い
し
い
水
、
農
水
産
物
、

魚
津
駅
前
か
ら
立
山
連
峰
を
臨
む

景
観
な
ど
、
身
近
に
あ
る
自
然
都

市
環
境
が
都
市
生
活
へ
の
評
価
に

あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

a 

次
回
は
「
こ
れ
か
ら
の
魚
津
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
総
合
計
画
に
関
す
る
ご
意

見
、
や
、
ご
提
案
、
お
問
い

合
せ
は
・
.. 

市
企
画
広
報
室
企
画
開
発
係

E
n
-
-
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L ¥ずれの皆さんも、仕事や地域活動、ボランティア活動を

通して、市の発展に尽くされた方々です。

11月2日、市役所で表彰式が行われます。

人命救助功労
はまだ こういち

漬田晃ーさん
宮津・ 58歳

み宮やざ崎きとし子さん む室ろや山ま あ朗きらさん
なかだ

か勝っ繁しげさん

C1 
中田

大海寺野・ 76歳 中央通り・ 55歳 三ケ・ 49歳

平成11年 1月29日 平成10年10月10日

の人命救助行為は市 の人命救助行為は市

民の模範とするとこ 民の模範とするとこ

ろであった。 ろであった。

一一ー二JII
文化功労

川柳えんぴつ 加藤
や泰す裕ひろさん

魚津の会 本新町・ 14歳

多年にわたり川柳の創作活動を通 I~ 平成11年4月18日

し本市文芸文化の向上に尽くされた。 1 の人命救助行為は市

民の模範とするとこ 民の模範とするとこ

ろであった。 ろであった。

教育功労
うらた ひろし

浦田 浩さん
上村木・ 70歳

永年にわたり市教 ，

育長等として本市の

教育振興に尽くされ

た。

さえき えいこ

佐伯楽子さん
友道 ・60歳

永年にわたリ本市

学校教育の振興に尽

くされた。

いずみ すみこ

泉 澄子さん
富.針原中町・ 80歳

多年にわたり勤労

青少年ホーム茶道教

室講師として勤労青

少年の指導に尽くされた。

20個人.6団体

ん大」

J

コ
凶
J

l
口
問
日一
和
歳。ORU
 

つ
ペ入
K
4

芝
山

吉

幻
自

口

住

平成11年 1月29日

の人命救助行為は市

民の模範とするとこ

ろであった。

E語



災害防護功労
よこたじ ゅんいちろう

横田順一郎さん
東町・ 64歳

永年にわたり魚津

市消防団にあって献

ペtfALぷ護 身その職務に精励し
本市の防災と市民の福祉増進に尽く

産業経済功労 文化功労

魚津市果樹振興会 魚津市民合唱団

多年にわたり演奏会活動を通し本

市音楽文化の向上に尽くされた。

多年にわたり果樹の改良振興に努

め本市農業の発展に尽くされた。

ん大」

ら
1
j
I

M
田

町

歳
円
ペ
U
P
h
u
 

ち
]

新
時一肝

こさか あきら

小坂 明さん
上村木・ 64歳

多年にわたり地区

体青振興会役員とし

て本市生涯スポーツ

永年にわたり工芸

菓子職人として本市

菓子製造業の発展振

市消防団にあって献

身その職務に精励し

，本市の防災と市民の福祉増進に尽く

きちじま けいこ

吉島啓子さん
吉島・ 61歳

まつもと いさむ

松本 勇さん i

住吉・ 61歳経団校下防犯組合

多年にわたり防犯活動の普及推進

に努め地域社会の治安維持に尽くさ

れた。

多年にわたリ体育

指導委員として本市

生涯スポーツの振興

に尽くされた。

うらた みねお

浦田 口今夫さん
本江・ 66歳

永年にわたり医師

として市民の健康管

理に努めるとともに

地域医療の発展に尽くされた。

魚津市交通センタ一

道下支部

多年にわたリ地域住民の交通安全

意識の高揚を図るとともに交通環境

の整備に尽くされた。

上野方地区体育協会

多年にわたり地域住民の体育増進

を図り本市生涯スポーツの振興に尽

くされた。

産業経済功労
せき ぐち まさし

関口 正志さん
天神野新・ 62歳

多年にわたり農業

委員として本市農業

経営の向上に尽くさ

れた。

てらさき たかし

寺崎 隆さん
上口・ 69歳

ん。々
山
立

i
峨

き
竜

寺
品一地

理に努めるとともに

地域医療の発展に尽くされた。



、、
y 
、

い
よ
い
よ
今
月
1
日
、
魚
津
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

「
ナ
イ
ス

T
V
」
が
開
局
し
ま
し
た
。

魚
津
独
自
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
含
め
、
全
部
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
制
。
「
あ
ん
な
情
報
を
知
り
た

い
、
楽
し
み
た
い
/
」
と
い
っ
た
気
持
ち
を
き
っ
と
満
た
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

今
回
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

1
期
エ
リ
ア
の
み
で
す
が
、
順
次
拡
大
す
る
ほ

か
、
市
内
の
公
共
施
設
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
今
後
整
備
し
ま
す
。

(
餅
ち
ゅ
う
太
郎
開
局
お
め
で
と
う
/
い
よ
い

h
〆
)
よ
魚
津
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
始
ま
る
ね
。

adあ
り
が
と
う
。
今
回
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る

⑨

の

は

1
期
エ
リ
ア
で
、
ま
だ
2
期
(
来
年
4
月

か
ら
開
始
予
定
)
、

3
期
(
日
年
4
月
予
定
)
、

4
期
(
昨
年
4
月
予
定
)
エ
リ
ア
の
方
に
は
見

て
も
ら
え
な
い
ん
だ
け
ど
、
楽
し
み
に
待
っ
て

l
j
い
て
ほ
し
い
で
ち
ゅ
。

f-bあ
た
し
ね
、
-
香
興
味
あ
る
の
が
、
市
民
チ
ヤ

ン
ネ
ル
の

「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
魚
津
」
か
な
。
で

も
、
魚
津
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
っ
て
こ
と
知
っ
て
る

h
ノ
け
ど
、
詳
し
い
内
容
ま
で
分
か
ら
な
い
な
。

一
ト
ぃ
・
》
な
る
ほ
ど
。
「
コ
ミ
ュ
二
一
ア
ィ
魚
津
」
は
ナ

4
潤
了
イ
ス
T

V
の
自
主
制
作
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ん
で
、

実
は
僕
も
楽
し
み
な
ん
で
ち
ゅ
よ
(
笑
)
。
今
月

は
詳
し
く
解
説
し
ま
ち
ゅ
ね
。

' 



一度ぜひ見てください/
まだナイスTVに加入.されていない方

も、ぜひ一度私たちが作った番組を見て

みてくださいノ

。視聴できる場所

・市役所ロビー ・百楽荘(新金屋)

・市立図書館 ・サンプラザ 3階

※今後、公民館や市内の公共施設ヘl順次

拡大していきます。

フ登場/ツ制作スタ

スタッフからのメッセージ

7月中旬から 3か月間、市内のイベント

などの取材を通して多くの方に出会いまし

た。取材にも好意的に応じてくれる方が多

いです。 3人という小さな所帯ですが、市

民の皆さんと協力していい番組を作ってい

きたいと思います。よろしくお願いします。

(リーダーの片倉弘雄さん)

ル
メ
・
お
居
な
ど
を
紹
介
す
る
企
た
わ
。
一
体
ど
ん
な
し
く
み
に
な
っ

ど
ん
な
内
容
の

画
モ
ノ
も
考
え
て
い
ま
ち
ゅ
。
刊
λ
υ
)
て
る
の
?

|
番
組
が
あ
る
の
か
な
?

a

J

}

月

は

、

魚

津

ま

つ

り

と

各

地

の

運

J
・

3
こ
れ
か
ら
放
送
し
て
い
く
番
組

f;自
主

制

作

っ

て

い

う

と

、

ナ

イ

動

会

が

メ

イ

ン

で

ち

ゅ

。

安

人

気

1
2
3、
生
活

ス
T
V
の
ス
タ
ッ
フ
が
作
る
番
組
「
週
刊
ナ
イ
ス
」
は
、
そ
の
名
の
情
報
・
行
政
情
報
が
ナ
イ
ス

T
V

ね
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
番
組
が
あ
通
り
生
活
に
密
着
し
た
情
報
を
週
に
蓄
積
さ
れ
ま
ち
ゅ
。
そ
の
中
か

h
r
1る
の

か

し

ら

?

間

で

伝

え

、

「

元

気

キ

ッ

ズ

」

は

保

ら

皆

さ

ん

が

見

て

み

た

い

番

組

を

j
u
t
-の
番
組
で
構
成
さ
れ
育
園
や
小
学
校
な
ど
の
お
子
様
が
電
話
で
リ
ク
エ
ス
ト
し
、
受
付
し

4
司
一
て
い
る
ん
で
ち
ゅ
。
魚
津
の
情
報
主
人
公
に
な
り
ま
ち
ゅ
。
最
後
の
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、
実
際
に

T

V
で

を
伝
え
る
「
ナ
イ
ス
特
集
」
、
「
週
「
り
く
え
す
と
ナ
イ
ス
」
は
、
ふ
ふ

i
放
送
さ
れ
る
ん
で
ち
ゅ
よ
。

刊
ナ
イ
ス
」
、
「
元
気
キ
ッ
ズ
」
、
他
ふ
・
:
。
何
と
過
去
こ
荒
れ
た
番
組
『
均
実
可
か
映
象
の
ジ
ュ
ー
ク
ポ
ッ
ク

ー

;

/

叩

れ

誌

/

イ

イ

に
は
「
り
く
え
す
と
ナ
イ
ス
」
(
別
を
電
話
で
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
ん
で
(
(
ス
っ
て
感
じ
ね
。
待
っ
て
る
聞
も

}

チ

ャ

ン

ネ

ル

)

が

あ

り

ま

ち

ゅ

。

ち

ゅ

よ

。

ワ

ク

ワ

ク

す

る

ね

。

で

も

、

リ

ク

ぶ
W
Y
へ

|

、

そ

れ

ぞ

れ

の

番

組

は

ど

「

あ

の

番

組

」

を

も

三

度

工

ス

卜

が

多

く

な

っ

で

き

た

ら

ど

h
rー
ん

な

内

容

な

の

?

)

l

つ

な

る

の

?

黛
J

Y

1

り

く

え

す

と

ナ

イ

ス

aJ

に
W
J
q

「
ナ
イ
ス
特
集
」
は

1
時

日

日

の

に

は

山

・

1

・
)
}
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
受
付
す
る

η

・

司

，
~uw

へ船町、

亀
大
型
番
組
で
ち
ゅ
。
お
祭
り
や
運
/
ふ
-fh
え
j
/
テ
レ
ビ
番
組
を
リ
ク
工
⑨
が
ら
、
待
ち
時
間
は
電
話
を
か
け

動
会
な
ど
の
行
事
の
模
様
や
、
グ
ス
卜
で
き
る
な
ん
て
初
め
て
聞
い
た
時
に
教
え
て
く
れ
る
よ
。
そ
れ

か
ら
、
「
り
く
え
す
と
ナ
イ
ス
」

は
コ
ミ
ニ
テ
ィ
魚
津
と
は
別
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
だ
か
ら
、

μ
時
間
リ
ク
エ

ス
ト
で
き
る
よ
。

コミュニティ魚津

番組表(例)く一部抜枠〉
・朝6時から深夜2時まで放送しています。

盆

0川| NICE特集
∞11 番組ガイド

l 引| NICE TV ドラマアワー

∞11 週刊NICE

6 f 3~_ 1 1 一 一一一 一一 一一 一戸気KIDS
- 1 45 11 新聞社にし、かわウィ ークリ ー

50 11 あなたもカメラマン

∞l NICE特集
，、 ∞11 番組ガイド
8fーーイ|一一一一ー 15 11 CE TVドキュメンタリ ー

C川| 週刊NICE

9 ~ -引| 豆むIDS
- 1 45 11 新聞社にし、かわウィークリー

50 11 あなたもカメラマン

10∞11 NICE特集
..1 00 11 番組ガイド
11 f--:>II 一15 11 やまア・ラ・カ・ル・卜

。
リ
ク
エ
ス
ト
電
話
番
号

お

1
6
8
8
1
(
M
A
時
間
受
付
)

-上表のように、同日に複数回再放送します。

側
魚
津
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

• 
時

2
0
1
ワ
刊
-
U

ナ

イ

ス

合

3
4
4
7
1
4

問

《

フ

リ

ー

ダ

イ

ヤ

ル

》

お
ま
た
は

.
市
企
画
広
報
室

a
n
-
-
0
1
5
 

5 

7 



-居宅介護支援事業所 のの覧し案どるの

でとなくま内スまこサ在
、おおだすををたと i宅
ごり、さ。い受、がビ等

相で 10い申たけ現必スで
談す月。請して有要を、
く o 22 方まおしで利介
だ申日 法すら干す用護
さ請現 等のれ!。すゃ
いの在 、でる? る支
O 山の くお方に た援
申 わ早はこユ めが
請しめ、みに必
代 くに日IJi は要
行 は申途、、 、な
事 広請、三市方
業報を市等のが
者 10おかの 認
は 月願ら福定介
号い申祉 を護

下 をい請サ 受保
記 ごたの i け険

名 称、 イ主 所 電話番号

市社会福祉協議会 新金屋2-13-26 22-8388 

市デイサ ービ スセンタ ー 大光寺456 22-2879 

市在宅介護支援センタ ー 大光寺450 24-8484 

市東部在宅介護支援センター 吉島1095-2 22-7808 

市訪問看護ステ ー ション 友道1321 24-8480 

魚 津 ノ¥ ウ ス 友道780 22-8866 

1架 )11 病 院 鴨川町1-7 22 -5780 

つ り fこ 病 院 本江1616 22-5053 

-介護保険施設

名 称 住 所 電話番号

新 )11 ヴ イ 一 フ 大光寺450 24-6126 

魚津老人保健施設 友道789 24-7691 

新川老人保健施設 大光寺274 24-3080 

在宅サー ピスの一例 施設

一
新
川
ス
ー
パ
ー
農
道
の

交
通
止
め

一
農
道
環
境
整
備
事
業
舛
田
工
区
消
雪
工
事
の
た
め
、
次

一
の
と
お
り
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

一
し
ま
す
。

-
・
交
通
止
め
区
間
(
約
1
、
3
0
0
m
)

一
有
山
(
)
観
音
堂
区
間

一
・
交
通
止
め
期
間

一

平

成

日

年

日

月

1
日
か
ら

一
平
成
日
年
ロ
月
比
日
ま
で

一
・
問
合
せ
先

↑
魚
津
農
地
林
務
事
務
所

〔 施設サービスの一例 羽

介

介護老人保健施設(老人保健施設〉

症状が安定した高齢者が入所して機能訓練や看護、

護を受けます。

護介

す
浴

ま

入

い

韮

又

一

付

与
は
し
を

，A
E
J
司
引
d

浴
訴
人
事
一

日
.
リ
」
し
弓

加
居
--=ロ訪問介護

ホームへjレノてーが居宅を

訪問し、

介護や家

事の援助

を行いま

す。

8
m
l
9
1
4
2
 

早

月

JII 

至月形橋至鹿熊

観
音
堂
交
差
点

県
道
金
山
谷

田
方
町
線

至

上

野

方

北陸自動車道

至ι泉ソ「
至黒部

. 
' 



税
の
お
知
ら
せ

-
事
業
所
給
与
担
当
の
方
ヘ

(
対
象
団
体
・
個
人
・
法
人
)

V
日
時
日
月
凶
日
(
木
)

午
前
9
時
初
分

i

v会
場

新

川

文

化

ホ

l
ル

事
業
所
の
給
与
担
当
の
方
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
魚
津
税
務
署

a
M
A
l
l
3
7
0
 

\:!，~ ¥ 

"<~\ 
、ノ

¥

-

/

 

盆

「
と
み
里
団
地
」
現
地
分
譲
説
明
会

ゆ
と
り
と
や
さ
し
さ
の
住
環
境
を
め

ざ
し
た

「
と
み
里
団
地
」
の

モ
デ
ル
住

宅
・
分
譲
宅
地
を
ぜ
ひ
現
地
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

V
日
時

日
月

6
・
7
日
(
土
・
日
)

午
前
日
時
(
)
午
後

5
時

V
問
合
せ
先
制
州
魚
津
市
開
発
公
社

(
市
建
設
課

)
a
n
-
-
0
8
9



まちの話題
地域の催しものなど企題広報室広報情報係へ
お知らせ下さい ⑧23-1015 

10110 

えっほ、
えっほ
市民オリンピック
フェスティパル

4
年
に
1
回
開
催
さ
れ
て
い
る
市
民

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
今
年
は
秋
晴
れ
の
も
と
、

桃
山
陸
上
競
技
場
に
市
民
約
3
0
0
0

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
市
内
問
地
区

か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
が
残
暑
厳
し
い

中
各
競
技
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

男
女
べ
ア
競
技
の
H

デ
ー
ト
・
ザ
・
ア

ラ
力
ル
卜
H

で
は
、
小
麦
粉
の
中
か
ら

飴
を
探
し
て
く
わ
え
た
り
、
ポ
ッ
キ
ー
を

両
端
か
ら
食
べ
た
り
で
、
各
カ
ッ
プ
ル
と

も
患
が
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

優
勝
は
村
木
地
区
、
次
勝
は
松
倉
地

区
、
三
位
は
上
中
島
地
区
で
し
た
。

10110 

村の歩みを石碑に残す
虎谷集落で石碑の除幕式

そ
ん
な
歴
史
あ
る
、
ふ
る
里
を
尊
ぼ
う
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
場

に
は
久
し
ぶ
り
に
ふ
る
里
ヘ
帰
っ
た
人

ら
で
大
に
ぎ
わ
い
。
除
幕
式
の
後
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
い
て

交
流
し
ま
し
た
。

の
歴
史
を
残
そ
う
と
、
同
集
落
の
出
身

者
の
皆
さ
ん
な
ど
が
石
碑
を
建
立
。
そ

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

虎
谷
集
落
は
江
戸
時
代
、
加
賀
藩
の

金
山
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
石
碑
に
は



看護の道ヘ第 1歩
魚津准看護学院で戴帽式

10113 

一崎
あ
っ
、
あ
と
-kよ

一
割
本
江
小
児
童
が
り
ん
ご
の
摘
み
取
り

っル}ノ

魚
津
准
看
護
学
院
の
戴
帽
式
が
本
町
の

医
師
会
館
で
行
わ
れ
、
ー
年
生
幻
人
が
准

看
護
士
へ
の
第
1
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
の
日
戴
帽
式
に
臨
ん
だ
の
は
、
叩
歳
か

ら
印
歳
ま
で
の
女
性
却
人
、
男
性
7
人。

半
年
に
わ
た
っ
て
基
礎
看
護
な
ど
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。

ナ
l
ス
キ
ャ
ッ
ブ
を
か
ぶ
せ
て
も
ら
っ

た
後
、
暗
闇
の
中
で
ろ
う
そ
く
に
火
を
と

も
し
、
全
員
で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
誓
調
を

読
ん
で
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

本
江
小
学
校
4
年
生
の
児
童
が
、
県

道
魚
津
イ
ン
タ
ー
線
に
あ
る
街
路
樹
の

リ
ン
ゴ
「
ア
ル
プ
ス
乙
女
」
を
体
験
収

穫
し
ま
し
た
。
岡
県
道
は
県
内
で
唯
一

実
の
な
る
街
路
樹
が
植
え
て
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
は
脚
立
に
上
り
、
鈴
な
り

に
実
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
の
リ
ン
ゴ
に

次
々
と
手
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
今
年
は

天
候
に
恵
ま
れ
て
日
射
量
が
多
く
、
甘

味
が
増
し
て
上
々
の
出
来
ぱ
え
。
収
穫

し
た
リ
ン
ゴ
は
全
校
児
童
で
味
わ
っ
た

後
、
市
内
刊
施
設
に
も
配
り
ま
し
た
。一

10116 

押さないで、くださーい
魚津商工フェア開催

小
雨
模
様
の
土
曜
日
か
ら
2
日
間
、

あ
り
そ
ド
ー
ム
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

毎
日
先
着
入
場
者
に
保
冷
バ
ッ
グ
と
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
が
わ
れ
先
に
と

入
口
に
詰
め
掛
け
た
た
め
、
一
時
入
場

制
限
を
す
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
。

参
加
企
業
お
よ
び
団
体
は
師
団
体
で
、

魚
津
警
察
署
の
お
ま
わ
り
さ
ん
も
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
P
R
に
一
生
懸

命
。
会
場
で
は
、
昨
年
度
ま
で
の
小
町

の
皆
さ
ん
に
観
光
大
使
の
任
命
が
行
わ

れ
ま
し
た
。



憩しゅひるf.~
若者が心をいや芭否
雰囲気づくりを

久保田満宏さん (北鬼江)

日本青年団協議会会長の

「
ま
っ
、
最
初
は
ハ
メ
ら
れ
て

入
っ
た
よ
う
な
も
ん
で
す
が
、
自

分
に
す
ご
く
合
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
今
も
続
け
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
」
。
今
年
5
月
、
日
本
青
年

団
協
議
会
の
会
長
に
選
出
さ
れ
た

久
保
田
さ
ん
。
県
内
か
ら
は
初
と

な
る
要
職
に
つ
い
て
約
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。

久
保
田
さ
ん
M

か
青
年
団
活
動
を

始
め
た
の
は
叩
歳
の
時
。
同
級
生

に
道
下
青
年
団
の
全
体
会
に
誘
わ

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
「
い
っ

て
み
た
ら
大
勢
の
人
"
か
い
て
、
い

つ
の
ま
に
か
青
年
祭
で
披
露
す
る

コ
ー
ラ
ス
の
指
揮
者
に
な
っ
て
い

ま
し
た
(
笑
)
」
。
そ
の
一
回
き
り

で
や
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
い
う

久
保
田
さ
ん
で
す
が
、
い
ろ
ん
な

年
代
の
仲
間
と
交
流
す
る
う
ち
に

の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
と
か
。

「
学
校
と
も
職
場
と
も
違
う
。
人

に
も
ま
れ
な
が
ら
知
恵
や
人
づ
き

あ
い
を
学
ん
で
い
け
る
雰
囲
気
が

青
年
団
に
は
あ
り
ま
す
ね
」
。

そ
の
後
、
青
年
団
活
動
が
生
活

の
柱
に
な
っ
て
い
っ
た
久
保
田
さ

ん
。
今
や
全
国
の
青
年
団
組
織
を

引
っ
張
っ
て
い
く
立
場
に
あ
り
ま

す
。
県
の
青
年
団
協
議
会
で
は
国

際
交
流
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
国
境
を
越
え
た
青
年
同
士

の
交
流
に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で

す。
で
も
、
少
子
化
や
時
代
の
移
り

変
わ
り
の
中
で
悩
み
も
多
い
と
か
。

「
若
者
が
減
っ
て
い
く
の
は
仕
方

が
な
い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
、
一
か
ら
青
年
団
活
動
を

説
明
し
て
い
く
方
法
で
は
い
け
な

い
。
誰
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
若
者
が
心
を

い
や
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

そ
ん
な
多
忙
な
毎
日
の
中
で
、

久
保
田
さ
ん
の
心
の
オ
ア
シ
ス
は

:
・
?
「
友
人
と
ダ
ラ
話
を
す
る
こ

と
。
こ
れ
が
や
っ
ぱ
り
私
の
原
点

で
す
ち
ゃ
あ
」
。
周
囲
を
和
ま
せ

る
人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

小浜11首相に要請書を手渡す久保田さん

-・圃-・圃

友だちのわで紹介さ

れたら、テレないで

参加してください。

お願いします。

10月号の折川さんから

スタート

ー--冒・E園周聞

噌保江光子さん(仏沼)

: ) 人気ロック歌手
の20万人コンサー

トに行ってきたとか。「後ろ

のほうにいたので歌手は点の

ようにでしたが、ノリノリで

踊ってしまいましたJ

姉妹のように伸の良い谷口さんへ

-圃---・圃圃・・--園町・圃田園

谷口美紀さん(湾島)

ご主人が 1月前

点 ξ に熱帯魚を購入し

たとか。「熱帯魚と一緒に、

水槽の掃除用として力メを買っ

たんですが、私はこっちのほ

うがお気に入りです」

家族ぐるみのお付き合い橋爪さんへ

----圃・-

自



dZEきき
懇いのひろばは、み毛よさんに登場していた
だくページです。
各コーナーに出ていただける人やグループ
を纂集しています。

Gミ込ふ/
一訪問タン

頑
ト

セ

鮫

ツ

童
咽
コ

児
時
ス

23.../o/S 

セレムガさん

企画広報室(怨23-1015)までご連絡下さい

• 

魚
津
に
来
て
か
ら
、
市
内
に
あ

る
2
つ
の
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
月
に

1
回
行
き
ま
す
。
ど
ん
な
時
で
も

子
供
達
の
元
気
な
笑
顔
を
見
る
と

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
ど
の
国
の

子
供
で
も
新
し
い
経
験
に
積
極
的

に
飛
び
込
み
ま
す
。
私
は
そ
の
純

粋
さ
に
感
心
し
ま
す
。

子
供
達
と
ふ
れ
あ
う
聞
に
、
私

は
日
本
の
子
供
の
ゲ
ー
ム
や
遊
び

方
に
つ
い
て
色
々
な
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。
で
も
、
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
私
も
子
供
達
に
ア
メ
リ

カ
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
子
供
の
ゲ

i
ム
は

だ
い
た
い
同
じ
で
す
が
、
ル
ー
ル

が
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当

た
ら
れ
る
と
も
う
ゲ
ー
ム
に
入
れ

な
い
し
、
最
後
ま
で
残
っ
て
い
る

一
人
が
勝
利
者
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
ア
メ
リ
カ
の
個
性
的
な
社
会

と
日
本
の
和
を
守
る
社
会
の
価
値

観
の
違
い
を
感
じ
ま
す
。

ほ
か
に
、
ア
メ
リ
カ
の
子
供
達

も
み
ん
な
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
知
っ
て

い
る
け
ど
、
日
本
の
よ
う
に
も
の

ご
と
を
決
め
る
方
法
と
し
て
は
使

い
ま
せ
ん
。
鬼
ご
っ
こ
を
子
供
達

と
し
ま
し
た
が
、
私
ば
か
り
鬼
の

役
を
し
て
い
る
の
で
大
変
疲
れ
ま

し
た
。
叩
月
幻
自
に
ア
メ
リ
カ
で

祝
う
ハ
口
ウ
ィ
ー
ン
の
こ
と
を
子

供
達
に
紹
介
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

飴
を
渡
し
た
ら
、
み
ん
な
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
童
話
、
歌
、
ゲ
ー

ム
な
ど
の
遊
び
を
通
し
て
子
供
達

と
も
っ
と
仲
良
く
し
た
い
で
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
ん
ど
こ
ぱ

と
児
童
セ
ン
タ
ー
に
行
く
時
、
ア

メ
リ
カ
の
お
金
を
持
っ
て
行
か
な

か
っ
た
ら
、
針
千
本
を
飲
ま
せ
ら

れ
る
そ
う
で
す
。
約
束
を
守
ら
な

い
と
こ
わ
い
罰
が
あ
る
の
は
世
界

共
通
で
す
ね
。元

気
ク
シ

三

ケ

い

く

と

高
野
育
人
く
ん

(
高
野
義
男
・康
代
さ
ん
夫
妻
の

2
男
)

【
お
母
さ
ん
の
一
言
】

病
気
を
せ
ず
に
元
気
な
子
に
な
っ

て
ね

ス
ク
ス
ク
ち
ゃ
ん

住

吉

か

り

ん

松
本
花
林
ち
ゃ
ん

(
松
本
稔
・亜
衣
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

【
お
母
さ
ん
の
一
言
】

元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね

A やきいもを食べました/
(かもめ児童センター)

橋爪 忍さん(関経図)

友人と野球チー

ムを作って5年、

市長杯で優勝など強豪チーム

になったとか。「遊びでやっ

てきましたが、力を落とさな

いようにしたいですj

{中の良いお友達石倉さんヘ

石倉裕士さん(新金屋)

ボウリングに熱

中して2か月、週

5回は練習するとか。「適切

ゲーム以上はこなします。ゃ

るからにはプロボウラーを目

指して頑張りますj

ボウリング仲間の盛本さんヘ

盛本j告幸さん(三ケ)

友人10人で氷見

の海沿いにある民

宿に旅行したとか。「これか

らの季節温泉が恋しくなりま

すねD 紅葉・スキーに合わせ

て、湯にも入りますJ

くされ縁の後輩、山岸さんへ

ー.. -園薗圃-圃・-圏直圏--圃・--・aE周回-圃・・

来
月
号
へ

自



令月の-催し

• 11月の休館日.
3日、 7目、 15日、

21日、 23日、 29日、

30日

-図書館講座で知識を得ょう・

9日決) 朗読録音研修会

1 5日(月) 魚津読書会

1 6日(刈草がなで読む読書会

1 9日働古文書解読会

24日制佐々木文書研究会

26日働時事英語を読む会

27日出魚津短歌会

28日(日) 源氏物語を読む会

-開館時間・
平日 9:30""18:00
土日 9:30""16:00

上・下

アンドル一・チェイキン著
14号以降、本格的な月面探査を開始したアポロ計画。

15号ではついに「創世記の石」を発見し、 17号には地

質学者が自ら乗り込んだ。月の神秘はどこまで解明さ

れたのか。 NHK'BSドラマ「人類、月に立つ」の

原作。

月に立つ人類、

-みんな集まれ子どもの集い・

(子供映画劇場 10: 30"--' 

13日(土) Iわんわん物語」
27日比) I天空の城ラピュタ」

楽
し
く
選
ん
で
こ
の
一
冊

【
新
着
図
書
か
ら
】

-
一
般
あ
の
金
で
何
が
買
え
た
か村
上

介
護
保
険
の
上
手
な
利
用
法

太
田
哲
二
・
竹
本
善
次

中
年
病
を
跳
ね
返
せ
/
宝
島
社

三

億

円

事

件

一

橋

文

哉

淀
川
長
治
の
遺
言
荒
井
た
か
し

.
文
学
・
小
説

女

学

生

の

友

柳

美

里

マ

ダ

ム

の

幻

影

藤

本

ひ

と

み

濁

世

大

塚

銀

悦

ひ

と

り

ぐ

ら

し

藤

堂

志

津

子

巷

説

百

物

語

京

極

夏

彦

八

月

の

マ

ル

ク

ス

新

野

剛

志

夢

の

島

大

沢

在

昌

・
児
童
ミ
ス
テ
リ
ー
な
算
数
小
島
寛
之

た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン

中
村
泰
敏

印
び
き
の
か
え
る
の
う
ん
ど
う
か

仲
川
道
子

セ
パ
ス
チ
ャ
ン
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

い
ま
い
み
こ

.
ビ
デ
オ
(
ア
ニ
メ
)

リ
ト
ル
・
マ

l
メ
イ
ド

G
O
G
O
/ダ
ル
メ
シ
ア
ン
/

わ
ん
わ
ん
物
語

美
女
と
野
獣

天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ

言巨

1週間)までです。

こぱと(大町)
H24-2402 

貸し出しは、ひとり 5冊、 2週間 (CD・ビデオは 3本、

ヲかもめ(経由)
H23 -1777 /イヘ

F 山 I lIi長調 .創圃 ・・・ ・・・ ・・・

く〉こばとクイズラリー

君も迷探偵コナンになろう

13日(お 9 : 30 センター集合
対象小学生 FT1FJe 
参加費無料弁当持参 野特ヲ
水族館公園で行います。 ' ~g'!.? ~ 

く〉みんなでえがこう動物の世界

大きな紙に思いっきり描こう

20日出 14 : 00'"'"' 無料
指導アトリエ・ゼンキチ匂引~..-...

く〉切りかぶ工作 芭吉弘λン

木のぬくもりに触れながら

何ができるかな?

27日出 14 : 00'"'"' 
参加費無料

14日(日) 10: 00'"'"' 13 : 00込MよY
楽しさいっぱい.ゲ ε史ミ

お友だちと一緒にみんなで来てね。

食券は 1枚100円 (4日から発売)
ゲームは無料だよ/

。かもめっ手
まつり

血



新川文化ホ~ル

日 イ佳 物 開演時間 入場料 間合せ先

1日(月) 魚津市・井原市交流美術展 9:00 無 料 市教育委員会社会~7 日 (日) (ミラージュギャラリー)

1日(月)
教育課

'99魚津市民文化祭 1i23-1045 ~3 日 体)
(美術の部)2日伏)も開館 9:30 

組 料
展示ホール

3日(7，同 市文化協会10周年記念 12 :30 1.500円
市文化協会

大ホール フェスティバル 1i23-1045 

~67日日仕(jヨ)'99魚津市民文化祭 9:30 無 料 市教育委員会社会(華道・文芸・教育の部)展示ホール
教育課

~67B日仕(j臼)'99魚津市民文化祭 6日10:00
無 米ヰ 1i23-1045 

小ホール (芸能の部) 7日9:30

7日(日)
魚津工業高校吹奏楽演奏会

13:00 前売 500円 魚津工業高校
大ホール 17:00 当日 600円 1i22 -2577 

8日(月)
西中祭(合唱祭) 8:50 鑑 料

魚津西部中学校

大ホール 1i22-0059 

12日(鉛 /'¥ー力ッショングループ 18:45 一般 2，000円
同'72魚津公演実行委員会

大ホール '72魚津公演 学生 1，000円 1i23-1045 

123日日掛比j
12日10:00

11(23当日日日団530体，05円0鑑0高円賞) 「怪談 KWAIDANJ 14:00 
小ホール 13日19:00

21日(日) わらび座公演 14:00 大一(当学般日生開32以，O50円0下0高0円同) 
大ホール 「菜の花の沖」 18:30 新川文化ホ ール

由紀さおり・安田祥子
1i23-1123 

23日ω 15:00 S席5，000円
大ホール 童謡コンサー卜 A席4，000円

29日伺) 邦人音楽家によるサロンコンサー卜 19:00 単3独回券セ140y330000ト00券円円
小ホール 山形由美(フルー卜)

掲載したものは催しの一部です。詳しいことは、サンプラザ、楽器屈などにあるイベントガイドをご覧ください。

Pミュージヴワ弓乙，手 .11月13日 “ホ ル・DE・コ ラス~たのしもう"
.11月20日 あなたに恋して~純愛~広川優子

(やまなみ土曜コンサー卜) '11月27日 -富山南吹奏楽管楽器アンサンプルの世界

ARISO DOME  

日 イ在 物 開演時間 入場料 問合せ先

7日(日)
勤労者綱引大会 9:00 無 料

市商工観光課

アリーナ 1i23-1025 

14日(日) 魚津オープンミックス 9:00 無 料
市フレッシュテニス協会

アリーナ フレッシュテニス大会 1i22-5102 

21日(日) 富山県中学校選抜 9:30 無 料
県中体連バレーボール専門部

アリーナ バレーボール大会 1i54-0556 

23日(;k) 新川地区高等学校秋季 10:00 担 料
滑川高校(福沢)

アリーナ 新人バスケットボール大会 1i076-475-0164 

28日(日)
富山県綱引選手権大会 9:30 鑑 料

富山県綱引連盟

アリーナ 1i22-1557 

a 

EgJ233司 H24-4100

メダカがいたよ.1
市民の皆様からいただいた 「メダカ

情報」をもとに、市内各地でメダカを

探してみました。

しかし、昔、メダカが沢山いたとい

う東尾崎や宮津の辺りでも全く見られ

ませんでした。

また、タカハヤやウグイなどのF佐魚、

の情報もありました。(全国的に小さ

い魚をメダカと呼ぶことが良くありま

す)。

結局、確認できたのは 1か所だけで、

山手の小さなため池に、わずかに残っ

ているだけでした。

水族館で、は、この魚津産メダカを

繁殖させ、展示も始めました。

シドニーオリンピック
卓球日本代表選手選考会
オリンピック出場を目指して、日本

のトップレベルの選手が勢ぞろ~ ¥0 

男子24名、女子24名
日時 12月3日陰}"'-'5日(日)

午前9時~午後5時

会場 ありそドーム

入場料

般 900円 (当日1，000円)

高校生以下 500円(当日 600円〉
前売り入場券取扱所

ありそドーム

魚津市総合体育館

太陽スポーツ

問合せ先

魚津市卓球協会(小松)1i24-2340 



l罰l
情報

小
規
模
事
業
者
の
方
ヘ

商
工
業
振
興
資
金
融
資
制
度

-
融
資
対
象
市
内
で

1
年
以

上
継
続
し
て
営
業
し
て
い
る
、

従
業
員
初
人
(
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は

5
人
)
以
下
の
事
業
者
で
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
資
金
使
途
事
業
資
金

・
限
度
額

2
0
0
万
円

・
融
資
期
間

6
か
月
以
内

・
融
資
利
率
年
目
%

・
融
資
申
込
み
取
扱
金
融
機
関

勤
労
者
生
活
安
定

資
金
融
資
制
度

-
融
資
対
象
市
内
に

1
年
以

上
在
住
し
て
い
る
中
小
企
業
等

に
働
く
従
業
員
の
う
ち
、
当
該

中
小
企
業
等
の
在
職
期
間
が

2

年
以
上
の
方
な
ど

・
資
金
使
途
生
活
資
金

・
限
度
額
刊
万
円

お

-
融
資
利
率
年
口
%

・
融
資
期
間

4
年
以
内

・
融
資
申
込
み
取
扱
金
融
機
関

全
国
勤
労
者

綱
引
大
会

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
却
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
o

v日
時

日

月

7
日
(
日
)

午
前
9
時
釘
分
ー

あ
り
そ
ド

l
ム

V
会
場

以
上
3
件
の
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

8mω
1
1
0
2
5
 

農
振
除
外
願
い
は

刊
月
叩
日
ま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
(
除
外
願
)
を

行
い
、
県
の
認
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

知

ら

添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
市
農
業
水
産
課

振

興

係

岱

お

ー

1
0
3
2

ご
存
知
で
す
か

医
薬
分
業
制
度

「
医
薬
分
業
」
と
は
、
医
師
、

歯
科
医
師
の
診
察
を
受
け
た
際

に
、
薬
を
も
ら
う
代
わ
り
に
薬

の
処
方
が
書
い
て
あ
る
処
方
せ

ん
を
も
ら
い
、
そ
の
処
方
せ
ん

を
持
っ
て
街
の
保
険
薬
局
で
薬

を
も
ら
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
は
医
療
機
関
の
ほ
か
に
薬
局

に
も
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

薬
の
使
用
に
医
師
と
薬
剤
師
か

ら
2
重
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る

こ
と
や
、
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
る
場
合
で
も
薬
の
重
複
投

薬
等
を
防
止
で
き
る
な
ど
、
薬

の
効
果
や
安
全
性
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
が
支
払
う

金
額
は
若
干
増
え
ま
す
が
、
老

人
医
療
や
福
祉
医
療
の
方
の
支

払
う
金
額
は
同
じ
で
す
。

《を
な
お
、
富
山
県
の
医
薬
分
業

は
、
近
年
公
的
病
院
を
中
心
に

着
実
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
o

v問
合
せ
先

県
薬
剤
師
会
魚
津
支
部

8
M
A
l
l
5
1
5
 

新
川
保
健
所
魚
津
支
所

8
Mー

0
3
5
9

青
年
海
外
協
力
隊
員

募
集
説
明
会

日
月
凶
日
(
水
)

午
後
6
時

ω分
(
)

V
会
場
市
役
所
第
一
会
議
室

・
内
容
ビ
デ
オ
に
よ
る
活
動
紹
介

・
対
象
満
別
歳

1
鈎
歳
の
方

V
問
合
せ
先
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

‘.

h

A

吐

白

0
7
6
1
4
1
2
5
0
0

'

d

A

斗

V
日
時

サ
ー
ビ
ス
業

基
本
調
査

日
月
日
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

統
計
的
手
法
で
選
ば
れ
た
サ
ー

ビ
ス
百
舗
等
を
対
象
に
中
小
企

業
支
援
施
策
等
の
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

11月1日まで
市県民税
(第 3期分)

11月3D固まで
国民健康保険税
(第 3期分)

日
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
事

務
所
に
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先
市
総
務
課
行
政
係

a
n
-
-
0
1
9
 

指
名
手
配
被
疑
者
の

情
報
提
供
に
ご
協
力
を

平
成
日
年
8
月
末
現
在
、
全

国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
者
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教

関
係
者
3
人
を
は
じ
め
と
し
て
、

約

2
、
8
2
0
人
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
再

び
犯
行
を
繰
り
返
す
恐
れ
が
あ

り
、
早
期
に
検
挙
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
、
日
月
中
に
全
国

警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜

査
を
行
う
こ
と
と
し
、
犯
罪
者

の
早
期
検
挙
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
見
か
け
た
な
ど
、
指
名

手
配
被
疑
者
に
関
す
る
情
報
は



クレジット・サラ金ローン被害者救済のための
無料電話相談会く県青年司法書士会主催〉
11 / 10 : 00"-'16 : 00 
/13 (土) H076-442-5256 (当日のみ)

ど
ん
な
こ
と
で
も
、

警
察
に
通

報
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

一介
護
教
室日

月
叩
日
(
火
)

午
前
9
時

ω分
(
}

午
後

3
時

ω分

市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
(
六
郎
丸
)

・
対
象
・
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方

・
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

・
内
容
・
痴
呆
や
寝
た
き
り
高

齢
者
の
心
と
体

・
介
護
方
法
と
用
品
の

選
び
方
、
使
い
方
等

・
定
員

お
名
(
申
込
み
順
)

・
申
込
期
限
日
月
凶
日
(
金
)

V
申
込
み
・

問
合
せ
先

市
高
齢
・
介
護
対
策
室

a
n
i
l
0
0
7
 

V
日
時

-
会
場

盟
ふ
れ
あ
い
の
広
場

園
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス

障
害
を
持
つ
方
と
い
っ
し
ょ

に
、
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
o

v日
時
日
月
日
日
(
日
)

午
後
2
時
l

V
会

場

魚

津

平
安
閣

・
参
加
費

1
、2
0
0
円

V
問
合
せ
先
市
身
体
障
害
者
連

合
会
(
川
上

)
a
nー

2
4
9
4

産
・
学
・
宮

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

『経
営
戦
略
を
企
て
る

コ
ツ
と
実
際
』

V
日
時
日
月
初
日

(
金
)

午
前
9
時

ω分
i
午
後
5
時

日
月
幻
日
(
土
)

午
前
9
時
(
)
午
後
4
時

ω分

V
会

場

ポ

リ

テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
富
山

・
講
師

福
田

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

福

田

秀

人

氏

・
受
講
料
無
料

・

定

員

初
名
(
申
込
み
順
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
富
山

a
M
A
2
2
0
4
 

[ 2日間〕

選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
し
ま
す

V
縦
覧
期
間

ロ
月
3
日
(
金
)
i
7
日
(
火
)

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
総
務
課
内
)
a
n
1
0
1
9

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
、
年
金

が
減
額
さ
れ
た
り
、
も
ら
え

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。
口
座
振
替
は
、

一
度
手
続
を
し
て
し
ま
え
ば
、

毎
月
納
め
る
手
間
も
省
け
て
、

大
変
便
利
で
す
。

さ
ら
に
、
日
月
中
に
新
た

に
口
座
振
替
と
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
抽
選
で
、
「
国
民
年
金

保
養
セ
ン
タ
ー
ひ
み
」
の
宿

泊
券
な
ど
が
あ
た
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

・
応
募
方
法
市
保
険
年
金

課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
期
限
日
月
初
日
(
火
)

V
問
合
せ
先
市
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
宮
幻
ー

1
0
1
2

用水を減水します
工事・改修により、下記の用水を減水します。

大変こl迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

冬季スキー競技会

-片貝川沿岸用水の幹線用水路工事のため

用水路名 減水期間

中川用水 ・経団用水 ・荒井用水・ 鴨川 平成11年11月4日午前9時~

用水・古田用水の主な幹線用水路 平成11年11月15日午後5時

天神野用水 ・東山用水・青柳用水
平成11年11月1日午前8時~

平成12年3月15日午後5時

議
開会式の観覧者を募集します

平成12年 2月19日(土)

午前11時50分~

大山町営総合グラウンド

ほか

砂日時

7i22-0o97 。問合せ先 片貝川沿岸用水土地改良区

-鴨川改修のため

平成11年11月1日午前8時~

平成12年 1月31日午後5時
鴨川用水(鴨川町地内)

-申込期限 11月30日伏)

※観覧には入場券が必要です。観

覧を希望される方は下記へお問

合せ下さし iO

砂問合せ先 2000年国体魚津市実

行委員会事務局 fi23-1093 

砂会場

7i24-5311 。問合せ先 魚津土木事務所工務第2課



応急手当をより親しみやす

く一救急隊員が自作の寸

劇を始めました。

ぜひ一度ご覧ください。

秋の火災予防運動

11~ 11~ 
〆9(火).--〆15(月)
「あぶないよ ひとりぼっちにした その火」

暖房具など火を扱うことが多くなり、火災の発

生しやすい季節に入ります。火災から高齢者や子

供などの災害弱者を守りましょう。

創期間中の主な行事

。小学生の防火ポスター展

1 1 / 9~11 /15 サンプラザにて
。防災推進地区の防火指導

11/7 (日)9 : OO~ 

惨場所蛇田 1・2区

砂問合せ先魚津市消防本部

普通救命講習を
受けてみませんか

fi24-0119 

浄
水
器
の
悪
質

セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
/

最
近
、
水
道
局
の
職
員
を
装
っ

て
水
道
の
浄
水
器
を
訪
問
販
売

し
て
い
る
人
が
い
る
と
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
「
塩
素
滅
菌
す
る

た
め
飲
用
と
し
て
適
さ
な
い
」

と
、
あ
た
か
も
水
道
水
が
飲
用

に
適
さ
な
い
と
宣
伝
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

浄
水
器
の
設
置
は
、
水
道
水

ご
利
用
の
お
客
様
の
選
択
に
お

任
せ
す
る
も
の
で
す
が
、
水
道

局
か
ら
浄
水
器
等
の
設
置
に
つ

い
て
依
頼
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。
水
道
局
で
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
と
福
祉
の
増

進
の
た
め
に
、
安
全
で
お
い
し

い
水
の
供
給
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

12L 
712(日)9 : 00.--12 : 00 
....会場魚津市消防署

-内容 心肺蘇生j去、大出血時の止血法など

・定員 30名 (申込み)1填)

また、町内会や会社などへもお伺いしますの

でお気軽にお問合せください。

砂問合せ先魚津市消防署岱24-0119

水
道
工
事
の
申
込
み
は

お
早
め
に

冬
期
間
に
水
道
管
の
引
き
込

み
工
事
の
申
込
み
を
さ
れ
て
も
、

降
雪
な
ど
に
よ
っ
て
、
工
事
の

H

一
時
中
止
H

や

H

大
幅
な
延

期
H

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
冬
期
間
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
道
路
の
復
旧
工
事
が

非
常
に
難
し
く
、
道
路
の
損
傷

や
交
通
事
故
な
ど
を
誘
発
す
る

恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

水
道
工
事
を
今
後
予
定
し
て

い
る
方
は
、
市
水
道
局
ま
た
は

指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
に
お

早
め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

以
上

2
件
の
問
合
せ
先

市
水
道
局宮
川

ω
1
1
0
1
3

人
権
啓
発

講
演
会
の
開
催

V
日
時

日
月
幻
日
(
月
)

午
後
1
時
叩
分

i

魚
津
平
安
閣

人
権
啓
発
映
画
上
映

及
び
講
演
会

V
会
場

・
内
容

力

l
ド
式
印
鑑
間
接

証
明
方
式
を
導
入

今
年
日
月
か
ら
、
魚
津
市
に

所
在
す
る
会
社
や
法
人
の
代
表

者
の
印
鑑
証
明
書
が
、
印
鑑
カ
ー

ド
で
、
よ
り
安
全
で
簡
単
な
方

法
で
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。印

鑑
カ

l
ド
は
、
法
務
局
か

ら
会
社
及
び
法
人
に
印
鑑
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
申
請
書
に
必
要
事
項

¥
相
談
は
無
料
で
す
|
ノ

f
i
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
¥

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
j
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

盟
踏
倒
磁

9
時
1
打
時

際

関

関

(
予
約
制
)

第

4
火

曜

日

目

時

1
日
時

掴
綱
組
踊

第
l

・3
木
曜
日

目
時
l
v
m時
副
凶
阿
川
崎
ゆ

市

民

相

談

室

包

お

1
0
0
3

箆
詔
蹴
国

第

2
金

曜

日

目

時

1
日
時

会

場

サ

ン

プ

ラ

ザ

問

合

せ

は

富
山
地
方
法
務
局

2
m
l
0
4
6
1

罰
騒
制
組

平
日
の
9
時

1
M時

と
第

1

・3
土
曜
日

9
時

1
ロ
時

市
教
育
セ
ン

タ
ー
包
幻
ー
1
7
1
7

議
署
ヨ

命

五
宮

市
社
会
福
祉
課

図
腕
園

火
・
水
・
金
曜
日

市
商
工
観
光
課

盟
国
関

9
時
1
打
時
市
役
所
高
年
齢
者

職

業

相

談

室

包

幻

1
0
9
1

翻
園
田
同
組
蹴
揃
9
時

1
汀
時

パ

l
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
)

E
nー
8
1
5
2

宮
川

ω
1
0
0
6

9
時

1
m時



交通死亡事故多発警報発令/
県内の交通死者は10月18日現在76名(昨年比
18名増)であり、近年にない早いペースです。
より一層の安全運転に心がけましょう。

を
記
入
の
上
、
法
務
局
に
提
出

し
て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

以
上

2
件
の
問
合
せ
先

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

8

m
l
0
4
6
1
 

募集

離
職
者
技
能
習
得
支
援

「
パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会
」

パ
ソ
コ
ン
(
ワ

l
ド
・
エ
ク

セ
ル
)
の
知
識
と
操
作
を
習
得

し
ま
す
。

V
対
象
叩
歳
未
満
の
離
職
者
・

求
職
者
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

の
方

A
MN歳
以
上
の
方
へ
は
来

ご寄付ありがとうございます
[敬称略]

30，000円
120，000円
5，200円
221，516円
50，000円
50，000円
2，000円
5，000円

年
1
月
に
実
施
予
定
で
す

V

V
日

時

ロ

月

6
日
l
m
日
の

月

i
金
曜
日

午
前

9
時

i
午
後
3
時

・
定
員
印
名
(
申
込
み
順
)

・
受
講
料
無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

8

Mー

9
5
7
9

( 11日間〕

野
外
活
動
体
験
や
奉
仕
活
動

に
興
味
が
あ
る
方
大
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

V
日
時
日
月
幻
日
(
日
)

午
前
9
時

1
午
後

6
時

V
会
場
大
町
公
民
館

・
対
象
凶
歳
以
上
の
男
女

(
高
校
生
不
可
)

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

指
導
者
講
習
会

10，000円
50，000円
10，000円
20，000円
100，000円
5，000，000円

5，000，000円

惨善意銀行ヘ

(故)黒田松次郎本町1丁目
高慶義平宮津

魚津保育園職員一同

連合富山新川地域連絡会

米山英次東山

大原 一雄北鬼江

大野昭二北鬼江

南)魚津飯金吉島

険社会福祉基金として

匿名よ村木
(故)浜田きく 経田西町

あひるクラブ 市健康センター内
木下よし新角川

(故)荒地縫子新金屋
ノ二コ

口 7

b教育振興基金として
ノc:コ
1口|寸F

3
、
5
0
0
円

(
教
材
・
食
事
代
)

・
申
込
期
限
日
月
ロ
日
(
金
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

富
山
県
連
盟

8
0
7
6
1
仰

|
6
5
0
5

-
受
講
料

英
語
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

V
日
時
日
月
日
日

ω

午
後
7
時

1
8時

ω分

V
会
場
市
役
所
第
四
会
議
室

世
界
の
料
理
で

「
い
た
だ
き
ま
す
/
』

ス
コ
ッ
ト
と
一
緒
に
ア
メ
リ

カ
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

V
日
時
日
月
お
日
(
木
)

午
前
日
時

i
午
後
1
時

fi23-1019 

保安点検調査(11月)

交換
惨ゆずります ・二段ベッド
-洋服用ボディ- ・ベビ 力-A型
炉もとめます ・チャイルドシート
-婦人用自転車 ・掃除機

惨申込み・問合せ先

市総務課行政係

LPガス

CI 
ロロ不用

加積地区(横枕・袋・六郎丸・

晴海ケ丘)

県LPガス保安センター
新川地区支所 fi24-5340
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魚津市内の行事・イベン卜案内は
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①バランスのとれた栄養をとる

②毎日、変化のある食生活をする

③食べすぎをさけ、指肪は控えめに

④お酒はほどほどに

⑤たばこは吸わないように し〓
自由1'l'rvv-

⑥食べ物から適量の が〆PZ

ビタミンと繊維質~ 弘史
のものを多くとる ( -~ ιυ 
⑦塩辛いものは少な幽~~、
めに、熱いものは

冷ましてから

⑧焦げた部分は避ける

⑨かびの生えたものに注意

⑩日光に当たりすぎない

⑪適度にスポーツをする

⑫体を清潔に

11月16日(火)に今年度最後の集団がん検
診をします。医療機関での胃・大腸がん

検診は11月中で終わります。
年に 1度は検診でチェックしましょう。

@あとびっこ相談会時母子手帳

日時 11月18日(柑 13: 00'"" 
会場及び問合せ先(事前申込み必要)

新川保健所魚津支所 H24-0357 

@教室・相談会など
会場:健康センター[2;;tt:;市ぃ)
内 容〔時間〕 実 施 日

機能訓練 個別 2， 9， 16、30日伏)

[ 9:30~12:00J 集団 4、18自体)

健康運動相談会
30日(火)[13: 00 ~ 13 : 30 ] 

ヘルスアップ教室
11月19日(金)[ 9: 00 ~ 15 : 30 ] 

(健診後、高血圧、高脂血症 もしくは
などの生活習慣病が気に 12月3日(金)
なる方のための教室です〉

@健康テレホンサービス
(県保険医協会)H 076-442-0003 
11月のテーマ

(月) 睡眠時無呼吸症候群

(火) 子どもの立ちくらみ

(水) 子宮内膜症について

(木) 新しい入れ歯を入れた時

(金) お年寄りの介護(身だしなみ)

(土・日)病気と時間の周期

結核・肺がん検診はお済みですか?
( 11月10日(柄、 12日(金)で今年度の検診が終了します。)

@結核検診・肺がん検診
ゆ受診票、検診料金200円(肺がん検診受診希望の方)

実施日 | 受付時間 | 会 場

10日(*)

12日(金)

対象者:40歳以上(結核検診は18歳以上)で職場検診のない方。

※個別に受診票を出しています。案内の来ない方、職場を退職され

9 : 30'""11 : 00 健康センター

た方は、健康センターまでご連絡ください。

結核検診の結果通知について 10月1日までに受診され
た方で、個別に結果通知が届かなかった方については、特に異

常な所見は認められませんでした。来年も受診しましょう。

@集団がん検診
吟受診票、健康手帳、検診料金

l受一一たは|電話にて、検診日の 5目前|
までにお申込みください。 J

実施日 メヱhzz、 場 内 容 米ヰ 金 受付時間

4日(木) 上野方公民館 胃がん 900円
8: 30~ 9: 30 

大腸がん 700円

子宮がん 800円
13:00~14:00 16日(火) 健康センター

乳がん 1，200円

平成11年度中に、 40歳・50歳・60歳になられる方および70歳以上の方

は無料。子宮がん・乳がんについては30歳の方も無料。

@施設がん検診
内 容 場 所 実施期間 料金 注意事項

胃がん 4'""11月 2，200円 70歳以上は無料。
がん検診受診券が必

子宮がん 市内医療機関 通 年 1，300円 要です。
受診券がない万はご

4'""11月 1，000円 連絡ください。
大腸がん 40， 50， 60歳と70歳以

健康センター 通 年 700円 上は無料

@脳の活き活き教室
痴呆になりたくない人、集まれ'""/

脳の活き活き度測定と痴呆予防の講話など

期日第 l回目 11月26日(創午後
第2回目 12月10日(創午前

定員 20名(申込み11民、 2回とも参加でき
る方)

会場・申込み先健康センター

~í魚津老いを考える集い」のお知らせ
日 時 11月6日目午後 2: 00'"" 会場ホテルサンルート魚津
問合せ先新川保健所魚津支所 H24-0357



魚津市健康センター
密24圃 3999

@母子保健 ゆ 母子手帳、 会場 :健康セ ンター

内 容 対 象 実施日 受付時間

マタニティセミナー
妊婦とその家族 26日(金) 9:00"-'9:30 

(8コース .育児編)

4 か月児健診
第 1子

満 4か月児 11日(木) 13: 00"-' 13: 15 
股関節脱臼検診 第 2子以降

13: 15"-'13:30 

1歳 6か月児健診 平成10年 4月生 9日(火) 13:00"-'13:30 まれの児

3 歳 J l白し 健 圭oグへ" 平に事成前8に年案5内月を生送ま付れしのます児 24日(水) 13: 00"-' 13: 30 

@予防接種 ゆ予診票と母子手帳

会場 :健康セン夕 、受付時間:13: 30"-' 14: 00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該 当 地 区

4日(木) 大町、下中島、上中島、松倉

種 混， lcbコh 5日(金) 本江、上野方

(百日ぜき、ジフテリア、
8日(月) 経団、天神

破傷風)

(生後 6 か月 ~66か月) 10日(水) 加積、片員、西布施

12日(金) 道下、村木

ツベルクリン反応検査 生後3か月 17日(水)

'"'-'48か月
本江、上野方

BCG接種 19日(金)

日 本 1出 炎
25日(木) 道下、上野方

(生後36か月 ~ 60か月)
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+休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)

@育児サロン
対 象 :未就園児とその家族

受付時間 :保育園・幼稚園 9:00"-' 9:45 

実施日 メ二広~ 場

5日(金) 道下保育園

9日(火)
青島 ・経団 ・

野方保育園

10日(水)
西布施保育園

大町 ・経田幼稚園

F瓦工乙 二円t玉三 園 . 
11日(木)

松倉保育園

17日(水)
住吉 ・あけび

{呆 二円b; 園

@初孫教室
日時 11月25日(木)9 : OO~ 12 : 00 

内 容 歌と手遊び、虫歯予防の話ほか

申込期限 11月22日(月)

会場及び申込み先 健康センタ ー

@すくすく教室 時母子手帳

日時 11月18日(柑 13:00~15 : 00 

対象者 生後8"'-'10か月児を持つ親など

内 容 おもちゃ ・離乳食 ・虫歯予

防の話ほか(希望者に身体

測定 ・育児相談等〉

会場 健康センタ ー

診療日 一 般 医 ふ陸土IT 手ヰ 医

11月3日(劇 山岸産婦人科医院 産婦人科(上村木 fi24-5878) 阿部歯科医院 (朝日町 fi 83 -2256) 

11月7日(日) 米沢外科医院 外 科(新金屋 fi24-7777) 田原歯科医院 (入善町 fi 74 -0231) 

11月14日(日) ピーチクリニック 産婦人科(本江 fi22-7500) 魚津歯科医院 (朝日町 fi 82 -0468) 

11月21日(日) 新 J11 病 院 内 科(大光寺 fi24-3800) 野田歯科医院 (入善町 fi 72-0262) 

11月23日(刈 桝崎クリニック 内 科(北鬼江 fi22 -8800) 塩見歯科医院 (入善町 fi 74-1350) 

11月28日(日) 沢口胃腸科クリニック 自腸E(火の宮町 fi22-1附 柚木歯科医院 (入善町 fi 74-0058) 

12月5日(日) 魚津病 院 内 科〔友道 fi24-7671) 竹島歯科医院 (入善町 fi 74-1588) 

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部消防署向側7i54-0731) 診療時間/午後7時̂"'11時 診療科目/内科・小児科・外科

自
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写真は昭和 40年 9月、市消防本部に配置された初代救急自

動車である。昭和 30年代以前は特に救急業務はなく、交通事

故や災害が起こった時には現場に居合わせた人々が救助にあたり、

病院に運んだという。

しかし自動車時代の到来とともに、救急業務が法に定められ

て登場したのが「救急車」である。車内には2つのベッド・応

急手当用具・超短波無線装置が取り付けられ、医師など4人が

乗車できるようになっていた。しかし、当時当直署員はわずか

7人。昼夜を問わず、消火に救急に必死の救助活動を続けた。

シリーズ⑧

まぢかと

現在、救急業務を行う専任隊員は9名(うち救急救命土3名)。

年間約 1000回救急出動し、現場には通報から平均 5.9分で到

着する。 11月9日は 1119番の日」。時代は変わっても、救急

隊員にあたえられた使命は大きい。

初代救急車

月

11 
月
、、-〆

1日(月) ケーブルテレビ (NICETV)開局

2日(火) 魚津市表彰式 (10:00"'-'市役所)

3日(水)文化の日

市文化協会10周年記念フェスティパル (12:30"'-'新川文化ホール)

14日(日) 魚津の朝市 (8:00"'-'魚津港魚市場)

19日(金) 女性議会 (15:00"'-'市役所)

21日(日) 富山県中学校選抜バレーボール大会 (9:30"'-'ありそドーム)

23日(火)勤労感謝の日

28日(日) 富山県綱引選手権大会 (9:30"'-'ありそドーム)

(昭和40年)

市の人口(平成11年9月末日現在)男23，126人(-21人) 女24，722人(-10) 計47，848人(-31) 15，308世帯(:t0) (前田対比)

虎谷集落の石碑除幕式を取材しました。実は広報担当になって伺うのはまだ2回目。記憶を頼りに白倉隠道を通って虎谷集落に到

着すると、100人以上もの皆さんが石碑の完成を祝っています。村に住む人は減っても、村を愛する人の結びつきの強さに感心しました。

@ 


